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The use of the classic literature as cultivation in Japanese literature

－ As an example of the “sites of interest” in the Yamato Meisho Zue －
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Abstract：A  sightseeing guidebook of the latter part of Edo Period, Yamato Meisho Zue , is a 

book with inserted pictures edited by Akisato Ritou , and was a best seller at that time. The 

editor was interested in the ‘sites of interest’ which was defined by waka poetries . It is thought 

that the book was edited in the concept that the readers would refer to this book when they 

try to make and recite their waka and haikai  poetries at those sites. The readers of the book 

are supposed to have been literary figures, and it is noted that they were enjoying waka as 

cultivation. The use of classic literature as cultural education in the literature of Edo Period such 

as in Yamato Meisho Zue is highly suggestive when we discuss about today’s classic literature 

education and cultivation.  
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キ
ー
ワ
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会
・
秋
里
籬
島
・
和
歌

　
　

は
じ
め
に

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
途
次
で
文
科
省
が
出
し
た
資
料
、「
審
議
の
ま
と
め
」
で
は
、「
古
典
や

近
代
以
降
の
作
品
を
は
じ
め
と
し
た
我
が
国
の
言
語
文
化
に
触
れ
て
感
性
や
情
緒
を
は
ぐ
く
み
、

言
語
文
化
を
享
受
し
継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
を
育
て
る
注
１

」
こ
と
を
う
た
い
、
小
学
校
か
ら
の

古
典
教
育
を
本
格
化
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
本
来
、
言
語
文
化
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な

文
学
文
芸
作
品
を
基
層
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
文
学
、
そ
れ
も
近
代

以
前
の
も
の
を
鑑
賞
す
る
場
合
、
そ
れ
以
前
の
古
典
文
学
の
素
養
が
な
け
れ
ば
、
作
品
そ
の
も
の

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
典
文
学
が
い
か
に

長
年
、
日
本
人
の
教
養
の
中
心
を
占
め
て
き
た
か
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
小
・
中
・
高
等
学
校
の

み
な
ら
ず
、
大
学
教
育
に
お
い
て
も
、
教
養
と
し
て
古
典
文
学
を
学
び
親
し
む
こ
と
は
、
次
の
日

本
の
言
語
文
化
の
継
承
・
発
展
を
担
う
上
で
、
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、江
戸
後
期
の
名
所
案
内
記『
大
和
名
所
図
会
』に
お
い
て
、「
名
所
」を
規
定
す
る
の
に
、

古
典
文
学
作
品
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
、

日
本
の
言
語
文
化
に
お
い
て
、
教
養
と
し
て
の
「
古
典
」
文
学
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
き
た

か
を
見
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
教
養
の
在
り
方
に
つ
い
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
江
戸
時
代
の
「
教
養
」
の
在
り
方
は
、
現
在
の
「
教
養
」
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で

も
示
唆
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
稿
者
は
国
文
学
研
究
の
立
場
で
は
あ
る
が
、
教
員
養
成
お
よ
び
大

学
教
育
の
一
端
に
加
わ
る
者
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　

一

　

は
じ
め
に
、「
名
所
」
の
成
り
立
ち
と
『
大
和
名
所
図
会
』
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
そ
も
そ

も
「
名
所
」
と
は
、
主
に
和
歌
に
詠
ま
れ
た
場
所
の
こ
と
を
言
い
、
さ
ら
に
は
物
語
ま
た
は
歴
史

の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
の
こ
と
を
も
言
う
。
和
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
る
場
所
の
こ
と
は
「
歌
枕
」
と

い
う
が
、
そ
れ
よ
り
は
広
義
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
注
２

。
和
歌
や
連
歌
、
俳
諧
で
詠
ま
れ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ら
韻
文
の
世
界
で
名
所
を
ま
と
め
る
こ
と
が
早
く
よ
り
行
わ
れ
た
。
和

歌
で
は
、
平
安
時
代
以
降
、『
能
因
歌
枕
』『
五
代
集
歌
枕
』『
歌
枕
名
寄
』
な
ど
の
歌
枕
書
が
編
ま

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
旅
人
が
歌
枕
を
中
心
に
名
所
を
巡
り
歩
く
と
い
う
物
語
形
式

で
、
そ
こ
に
そ
の
名
所
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明
を
添
え
る
名
所
案
内
記
、
い
わ
ゆ
る
「
名
所
記
」

日
本
文
学
に
お
け
る
教
養
と
し
て
の
「
古
典
」
利
用

― 
『
大
和
名
所
図
会
』
で
の
「
名
所
」
規
定
を
例
と
し
て 

―

奈
良
学
園
大
学
人
間
教
育
学
部　

阿
尾
あ
す
か



三

が
登
場
す
る
注
３

。
そ
し
て
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
、
京
の
人
、
秋
里
籬
島
が
編
纂
し
、
大

坂
の
浮
世
絵
師
、
竹
原
春
朝
斎
が
挿
絵
を
描
い
た
『
都
名
所
図
会
』
が
出
板
さ
れ
る
に
至
り
、
名

所
案
内
記
の
画
期
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
好
評
を
得
て
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』『
大
和
名
所
図
会
』

『
江
戸
名
所
図
会
』
な
ど
各
地
の
「
名
所
図
会
」
が
出
版
さ
れ
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
す
。「
名
所
図

会
」
の
新
し
さ
は
、「
歌
枕
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
体
系
的
に
名
所
を
網
羅
し
」、
そ
れ
に
「
詳

細
な
挿
絵
」
を
つ
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
注
４

。「
名
所
図
会
」
は
旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
読
み
物
に
耐
え
う
る
も
の
と
し
て
、
当
時
の
読
書
人
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
注
５

。

　
『
大
和
名
所
図
会
』
は
、『
都
名
所
図
会
』
と
そ
の
続
編
で
あ
る
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
の
ヒ
ッ

ト
を
受
け
て
、同
じ
く
秋
里
籬
島
の
編
纂
、竹
原
春
朝
斎
の
挿
絵
に
よ
っ
て
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
書
の
作
者
の
秋
里
籬
島
注
６

は
、
京
の
人
、
姓
は
秋
里
、
名
は
舜
福
。
俗
名
を
仁
左
衛
門
と
い
い
、

籬
島
は
出
家
後
の
名
で
あ
る
。
湘
夕
、舜
福
、斑
竹
と
号
し
た
。
享
保
年
間
末
頃
に
生
ま
れ
て
お
り
、

文
化
九
年
ご
ろ
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
藤
川2008,64

）。
文
筆
家
、
俳
人
、
歌
人
、

作
庭
家
と
し
て
知
ら
れ
、
俳
諧
は
練
石
、
和
歌
は
伴
蒿
蹊
に
師
事
し
た
。
寛
政
初
頭
に
は
、
天
明

八
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
内
裏
の
再
建
に
召
さ
れ
て
三
年
程
出
勤
し
て
い
た
と
さ
れ
、
有
職
故
実

に
も
詳
し
か
っ
た
ら
し
い
（
藤
川2005,28

）。『
大
和
名
所
図
会
』
に
は
籬
島
の
自
作
の
俳
諧
と

和
歌
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
文
才
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
『
大
和
名
所
図
会
』
は
全
六
巻
七
冊
で
、
大
和
一
国
十
五
郡
の
名
所
を
網
羅
す
る
。
籬
島
、
春
朝

斎
は
、
取
材
も
行
っ
て
い
る
が
、
籬
島
自
身
の
跋
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
主
に
、
編
纂
途
中
で
亡

く
な
っ
た
滕
禹
言
（
植
村
禹
言
）
の
『
広
大
和
名
勝
志
』
の
草
稿
を
基
に
し
て
お
り
、
こ
れ
に
「
他

の
先
行
文
献
に
拠
る
な
ど
し
て
加
筆
」
し
て
い
る
注
７

。
実
際
、
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
全
く

そ
の
ま
ま
記
述
を
引
用
す
る
箇
所
も
多
い
。
以
下
、平
群
郡「
龍
田
川
」の
項
目
を
例
に
見
て
み
よ
う
。

煩
雑
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
『
広
大
和
名
勝
志
』
の
記
述
を
引
く
。

　　

〇
龍
田
川

①
大
和
志
曰
自
二
広
瀬
郡
一
流
経
二
勢
野
一
至
二
立
野
村
西
亀
瀬
一
入
于
河
州
一
蓋
以
レ
立
野
為

二
漕
運
之
津
一
。
従
レ
是
小
舟
上
ハ

達
二
初
瀬
川
於
加
幡
村
一
又
達
二
寺
川
於
今
里
一
呼
曰
二
高

瀬
舟
ト

一
。

②
或
書
云
龍
田
の
町
を
西
へ
出
れ
ば
川
有
。
是
竜
田
川
也
。
此
川
上
を
平
群
谷
と
云
。

生
駒
嶽
の
麓
よ
り
出
る
川
也
。
立
野
の
西
に
紅
葉
川
と
て
小
溝
有
。
是
を
竜
田
川
と
云

は
あ
や
ま
り
也
云
々
。

　

③
立古

今
秋
上

田
川
紅
葉
乱
れ
て
な
が
る
め
り
渡
ら
ば
錦
中
や
絶
な
ん　

読
人
不
知　

な
ら
の
御

　
　
　
　
　
　

門
の
御
歌
と
な
ん

　

古
今
集
及
大
和
物
語
に
奈
良
の
御
門
の
御
歌
と
有

　

古
今
秘
書
云
文
武
の
人
丸
を
御
供
に
て
竜
田
川
遊
覧
の
時
よ
み
給
へ
る
御
歌
と
云
々

　

古
今
和
歌
集
序
云
秋
の
夕
立
田
川
に
流
る
ゝ
紅
葉
を
帝
の
御
目
に
錦
と
見
給
ひ
と
云
々

　

④
阿
古
根
浦
口
伝
云
此
歌
は
大
同
二
年
八
月
十
二
日
平
城
天
皇
竜
田
川
に
行
幸
侍
き
。

　

川
上
に
紅
葉
錦
を
張
た
る
ご
と
く
に
て
面
白
き
に
水
神
水
よ
り
出
て
皇
に
向
て
よ
め
る

　

歌
也
。
そ
れ
を
帝
の
歌
と
申
也
。
実
は
水
神
の
歌
也
と
云
々
。

（
本
文
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
『
広
大
和
名
勝
志
』
に
拠
っ
た
。
句
点
は
私
に
符
し
た
。

訓
点
は
原
文
マ
マ
。）

　
『
広
大
和
名
勝
志
』
で
は
こ
の
あ
と
、
龍
田
川
に
関
す
る
和
歌
を
、
勅
撰
和
歌
集
入
集
歌
を
中
心

に
五
十
首
以
上
抄
出
す
る
。『
大
和
名
所
図
会
』
も
、
和
歌
を
抄
出
す
る
箇
所
ま
で
は
ほ
ぼ
同
文
で

あ
る
。
以
下
、
引
用
す
る
。

龍
田
川　
（
１
）
広
瀬
郡
よ
り
流
れ
、
勢
野
を
経
て
、
立
野
の
西
亀
瀬
に
至
り
、
河
州
に
入
り
立
野

に
て
漕
運
の
津
と
す
。
舟
は
上
初
瀬
川
を
加
幡
村
に
通
ひ
、
又
寺
川
を
今
里
に
通
ふ
。
高
瀬
舟
と

い
ふ
。（
２
）
或
書
に
曰
く
、
龍
田
の
町
を
西
へ
出
づ
れ
ば
川
あ
り
。
是
龍
田
川
な
り
。
此
川
上
を

平
群
谷
と
い
ふ
。
生
駒
嶽
の
麓
よ
り
出
づ
る
川
な
り
。
立
野
の
西
に
紅
葉
川
と
て
小
溝
あ
り
。
是



四

を
竜
田
川
と
い
ふ
は
あ
や
ま
り
な
り
。

　
（
３
）
龍古

今
田
川
紅
葉
み
だ
れ
て
な
が
る
め
り
わ
た
ら
ば
錦
中
や
た
え
な
ん　
　

読
人
し
ら
ず

古
今
秘
書
に
曰
く
、文
武
帝
人
丸
を
御
伴
に
て
龍
田
川
遊
覧
の
時
、よ
み
給
へ
る
御
歌
と
い
ふ
。（
４
）

阿
古
根
浦
口
伝
に
曰
く
、
此
歌
は
大
同
二
年
八
月
十
二
日
平
城
天
皇
龍
田
川
に
行
幸
侍
り
き
。
川

上
に
紅
葉
錦
を
張
り
た
る
ご
と
く
に
て
面
白
き
に
、
水
神
水
よ
り
出
で
ゝ
、
皇
に
向
つ
て
よ
め
る

歌
な
り
。
そ
れ
を
帝
の
歌
と
申
す
な
り
。
実
は
水
の
神
の
歌
な
り
と
い
ふ
。

（
本
文
は
架
蔵
の
寛
政
三
年
板
本
に
拠
っ
た
。
句
読
点
は
私
に
符
し
た
。）

　

①
の
傍
線
部
の
箇
所
は
、
幕
撰
の
地
誌
『
大
和
志
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。（
１
）
も
書
き
下
し

で
は
あ
る
が
、①
の
『
大
和
志
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
た
だ
し
、（
１
）
で
は
、『
大
和
志
』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
に
断
り
を
入
れ
て
い
な
い
。
こ
の
箇
所
に
限
ら
ず
、『
大
和
名
所
図
会
』

で
は
、『
大
和
志
』
か
ら
の
引
用
の
場
合
、
明
記
し
な
い
場
合
も
多
い
（
藤
川2006,3

）。
幕
撰
の

地
誌
で
あ
り
、現
地
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
書
か
れ
た
『
大
和
志
』
は
情
報
の
信
頼
性
が
高
い
た
め
、

籬
島
が
記
述
内
容
を
事
実
と
し
て
捉
え
、
書
名
を
明
記
す
る
必
要
も
な
い
と
判
断
し
た
も
の
か
。

　

②
と
（
２
）
の
波
線
部
、
④
と
（
４
）
の
箇
所
も
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
。
③
と
（
３
）
の

二
重
傍
線
部
の
箇
所
で
は
、
③
の
方
が
よ
り
詳
し
く
、（
３
）
が
あ
る
程
度
、
③
の
情
報
を
選
別
し

て
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、（
４
）（
④
）
の
箇
所
で
も
、（
３
）（
③
）
に
引
用

し
た
和
歌
の
作
者
が
平
城
天
皇
（
＝
奈
良
の
御
門
）
と
い
う
言
い
伝
え
を
記
し
て
い
る
の
で
、
情

報
の
重
複
を
避
け
て
、
③
の
同
内
容
の
箇
所
は
除
外
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、（
３
）
で
は
、③
の
『
古
今
集
』（
＝
『
古
今
和
歌
集
』。
以
下
、勅
撰
和
歌
集
は
略
称
す
る
）

や
『
大
和
物
語
』
な
ど
著
名
な
古
典
の
記
述
を
削
除
し
、『
古
今
秘
書
』
と
い
う
『
古
今
集
』
の
歌

学
秘
伝
書
の
記
述
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。（
４
）
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
阿
古

根
浦
口
伝
』
も
歌
学
秘
伝
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
歌
人
で
も
あ
っ
た
籬
島
に
と
っ
て
、
歌
学
秘
伝

書
の
情
報
の
方
が
信
憑
性
が
あ
り
、
重
要
だ
と
判
断
し
た
か
ら
な
の
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る

程
度
の
素
養
を
持
っ
た
読
者
を
対
象
と
す
る
場
合
、
著
名
な
『
古
今
集
』『
大
和
物
語
』
を
引
用
す

る
方
が
、
読
者
に
と
っ
て
内
容
を
再
確
認
で
き
、
あ
り
が
た
が
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
著

名
な
歌
集
・
物
語
の
引
用
を
優
先
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

同
様
の
現
象
は
、
こ
の
龍
田
川
の
箇
所
ば
か
り
で
な
く
、
後
述
す
る
他
の
箇
所
に
も
見
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
『
大
和
名
所
図
会
』
の
古
典
文
学
引
用
の
選
択
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ

た
い
。
そ
こ
か
ら
、
籬
島
が
、『
大
和
名
所
図
会
』
の
読
者
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
を

想
定
し
て
い
た
の
か
、
同
書
の
編
集
の
意
図
が
浮
か
び
あ
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ひ
い
て
は
序
章
で
述
べ
た
、
江
戸
時
代
の
知
識
階
層
の
古
典
教
養
の
身
に
着
け
方
と
い
う
問
題
へ

と
照
射
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

二

　

こ
こ
で
、『
大
和
名
所
図
会
』
が
引
用
し
て
い
る
文
献
・
古
典
作
品
に
つ
い
て
確
認
し
、
籬
島
の

関
心
が
ど
の
よ
う
な
分
野
の
古
典
作
品
に
あ
っ
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。
同
書
で
は
様
々
な
文

献
、
古
典
作
品
を
引
用
し
て
い
る
。
俳
諧
・
漢
詩
句
に
つ
い
て
は
挿
絵
と
共
に
、
出
典
を
明
記
し

な
い
も
の
も
多
い
（
文
末
【
図
１
】
参
照
）。
こ
う
し
た
出
典
を
明
記
し
な
い
も
の
や
、『
広
大
和

名
勝
志
』
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
排
除
せ
ず
に
数
え
た
と
こ
ろ
、『
大
和
名
所

図
会
』
で
引
用
さ
れ
た
文
献
は
、
自
作
と
思
わ
れ
る
狂
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
句
を
含
め
て
342
件
に
の
ぼ
っ

た
。
そ
の
中
に
は
、『
大
和
志
』
や
『
和
州
旧
跡
幽
考
』
な
ど
の
地
誌
・
名
所
記
、『
日
本
書
紀
』
や
『
日

本
三
代
実
録
』
な
ど
の
六
国
史
、『
百
錬
抄
』『
神
皇
正
統
記
』
な
ど
の
歴
史
書
と
い
っ
た
、
史
料

と
し
て
信
頼
性
の
高
い
も
の
か
ら
、勅
撰
和
歌
集
二
十
一
代
集
な
ど
の
歌
集
や
、『
袖
中
抄
』
や
『
井

蛙
抄
』
な
ど
の
歌
学
書
、『
仙
覚
抄
』『
古
今
集
素
伝
懐
中
抄
』
な
ど
の
和
歌
注
釈
書
、『
竹
取
物
語
』

『
源
氏
物
語
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
い
っ
た
文
学
作
品
、
果
て
は
『
西
曼
荼
羅
抄
』
や
『
薄
双
紙
』

な
ど
の
仏
典
・
仏
書
ま
で
と
、
幅
広
い
分
野
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
資
料

を
博
捜
し
て
記
す
の
は
、
近
世
の
地
誌
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
、『
大
和
名
所
図
会
』
で
引
用
し
た

文
献
の
多
く
は
、『
和
州
旧
跡
幽
考
』
や
『
広
大
和
名
勝
誌
』
な
ど
先
行
す
る
名
所
案
内
記
の
引
用



五

を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
籬
島
自
身
が
再
度
、
こ
れ
ら
の
原
典
に
ま
で
遡
っ

て
確
認
し
、
時
に
は
取
捨
し
て
記
述
し
て
い
た
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
藤
川2006,6

）。

更
に
、
俳
諧
を
地
誌
・
名
所
案
内
記
に
引
用
し
た
の
は
、
籬
島
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
籬
島
の
先
行
文
献
・
文
学
へ
の
関
心
の
在
り
方
を
分
析
す
る
意
味
で
、『
大
和
名
所
図
会
』
に

お
け
る
文
献
・
古
典
作
品
の
引
用
状
況
を
検
討
す
る
の
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、『
大
和
名
所
図
会
』
に
引
用
さ
れ
た
文
献
・
古
典
作
品
が
ど
の
よ
う
な
分
野
の
も
の
に
ま

で
及
ん
で
い
る
か
を
調
査
し
、件
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
表
に
ま
と
め
た
（
文
末
【
表
１
】
参
照
）。

　

７
件
と
な
っ
て
い
る
地
誌
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
書
名
を
明
記
し
な
い
で
引
用
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
た
め
、潜
在
的
に
も
っ
と
多
い
件
数
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
和
歌
・
歌
書
の
類
か
ら
の
引
用
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
に
俳
諧
か
ら

の
引
用
が
次
い
で
多
い
。
俳
諧
の
発
句
や
和
歌
、
特
に
前
者
は
、
そ
の
殆
ど
が
挿
絵
に
添
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
挿
絵
と
共
に
、
読
者
が
現
地
を
想
像
す
る
こ
と
を
助
け
る
役
割
が
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
西
野2001,39

・
ゴ
ー
リ2011,155

）。
読
者
に
と
っ
て
俳
諧
や
和
歌

が
浸
透
し
て
お
り
、
い
か
に
親
し
み
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
、
和
歌
に
関

し
て
は
、
挿
絵
が
な
く
、
本
文
中
に
引
か
れ
る
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
本
文
中
に
引
用
し
た
和
歌

に
つ
い
て
の
注
釈
を
、
歌
書
か
ら
引
用
す
る
場
合
も
多
く
見
ら
れ
る
。
名
所
の
成
り
立
ち
が
、
歌

枕
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、
和
歌
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
、

そ
の
名
所
の
持
つ
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に
喚
起
す
る
効
果
を
狙
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

和
歌
や
俳
諧
に
次
い
で
多
い
の
は
、
物
語
で
あ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』『
古
今
著
聞
集
』
な
ど

の
説
話
集
、『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
な
ど
の
軍
記
物
語
、『
大
鏡
』『
栄
花
物
語
』
な
ど
の
歴
史

物
語
は
、
そ
の
土
地
の
伝
承
や
歴
史
を
語
る
も
の
と
し
て
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
で

の
物
語
の
引
用
は
、『
竹
取
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
住
吉
物
語
』
の
王
朝
物
語
、『
伊
勢
物
語
』『
大

和
物
語
』
の
歌
物
語
の
併
せ
て
５
件
に
留
ま
っ
て
い
る
。
物
語
注
釈
は
、『
河
海
抄
』
を
は
じ
め
と

す
る
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
４
件
で
あ
る
。
物
語
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限
に
留
ま
る
引
用

で
あ
り
、
和
歌
か
ら
の
引
用
に
偏
重
し
て
い
る
。『
大
和
名
所
図
会
』
に
お
い
て
も
、
文
学
的
舞
台

と
し
て
の
名
所
の
イ
メ
ー
ジ
規
定
は
、
や
は
り
和
歌
や
俳
諧
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
あ

る
。
実
態
は
、
ど
う
な
の
か
。
次
章
に
て
、
具
体
例
を
あ
げ
て
検
証
す
る
。

　
　

三

　
『
大
和
名
所
図
会
』
に
は
冒
頭
の
口
絵
で
、
大
和
ゆ
か
り
の
「
国
栖
奏
」「
春
日
野
」「
滝
坂
道
」

の
三
場
面
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。「
春
日
野
」
の
場
面
は
、
平
安
時
代
の
装
束
を
着
た
貴
族
の
男
女

が
描
か
れ
て
お
り
、
男
が
女
を
垣
間
見
し
て
い
る
挿
絵
の
左
上
に
、

新
古
今

春
日
の
ゝ
わ
か
紫
の
す
り
衣
忍
ぶ
の
み
だ
れ
わ
た
り
し
ら
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
平
朝
臣

と
、『
新
古
今
集
』
恋
一
（
994
番
歌
）
に
採
ら
れ
た
在
原
業
平
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
（
文
末
【
図
２
】

参
照
）。
こ
の
歌
の
典
拠
が
、『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
「
初
冠
」
に
拠
る
こ
と
は
人
口
に
膾
炙
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
大
和
名
所
図
会
』
で
は
、
そ
の
こ
と
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
で
は
、
在
原
業
平
に
仮
託
さ
れ
る
主
人
公
が
こ
の
歌
を
贈
っ
た
相
手
は
、
美

し
い
姉
妹
で
あ
っ
た
が
、『
大
和
名
所
図
会
』
の
挿
絵
で
は
女
性
は
一
人
で
あ
る
。

　

確
認
の
た
め
、『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
を
引
く
。

　

む
か
し
、
男
、
初
冠
し
て
、
奈
良
の
京
春
日
の
里
に
、
し
る
よ
し
し
て
、
狩
に
い
に
け
り
。

そ
の
里
に
、
い
と
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら
か
ら
す
み
け
り
。
こ
の
男
か
い
ま
み
て
け
り
。
思

ほ
え
ず
、
ふ
る
里
に
い
と
は
し
た
な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
心
地
ま
ど
ひ
に
け
り
。
男
の
、
着

た
り
け
る
狩
衣
の
裾
を
き
り
て
、
歌
を
書
き
て
や
る
。
そ
の
男
、
信
夫
摺
の
狩
衣
を
な
む
着

た
り
け
る
。



六

　
　

春
日
野
の
若
む
ら
さ
き
の
す
り
ご
ろ
も
し
の
ぶ
の
乱
れ
か
ぎ
り
し
ら
れ
ず

と
な
む
お
ひ
つ
き
て
い
ひ
や
り
け
る
。
つ
い
で
お
も
し
ろ
き
こ
と
と
も
や
思
ひ
け
む
。

　
　

み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
た
れ
ゆ
ゑ
に
乱
れ
そ
め
に
し
わ
れ
な
ら
な
く
に

と
い
ふ
歌
の
心
ば
へ
な
り
。
昔
人
は
、
か
く
い
ち
は
や
き
み
や
び
を
な
む
し
け
る
。

（
本
文
は
小
学
館
新
編
古
典
文
学
全
集
に
拠
る
。）

　

古
都
、
奈
良
で
見
か
け
た
美
し
い
姉
妹
を
見
初
め
た
男
が
、
思
わ
ず
歌
を
贈
る
。
春
日
野
に
生

え
る
若
々
し
い
紫
草
、
そ
の
紫
草
で
染
め
た
紫
は
ひ
と
き
わ
美
し
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に
美

し
い
あ
な
た
方
に
お
会
い
し
て
私
の
心
は
、
こ
の
狩
衣
の
摺
り
模
様
の
よ
う
に
千
々
に
思
い
乱
れ

て
お
り
ま
す
―
。
ま
だ
元
服
し
た
ば
か
り
の
、
少
年
の
お
も
か
げ
を
多
分
に
残
す
男
が
、
初
め
て

恋
の
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
る
。
大
人
の
男
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
瞬
間
。
そ
の
青
春
の

初
々
し
い
恋
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
た
場
面
で
あ
る
。
絵
画
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
定
着
し
、
板
本

の
挿
絵
に
も
登
場
す
る
が
、
そ
こ
で
も
描
か
れ
る
の
は
、
男
と
姉
妹
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
有
名

な
場
面
を
、
当
然
、
秋
里
籬
島
が
知
ら
ぬ
わ
け
は
な
い
。
板
本
の
『
伊
勢
物
語
』
は
、
江
戸
時
代
、

何
度
も
再
版
・
復
刻
を
重
ね
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
（
片
桐2001

）。

　

一
方
で
、『
新
古
今
集
』
994
番
歌
の
詞
書
で
は
、「
女
に
遣
は
し
け
る
」
と
の
み
あ
り
、
姉
妹
と

は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
女
」
は
女
性
一
人
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
和

名
所
図
会
』
の
挿
絵
も
、
こ
の
『
新
古
今
集
』
の
詞
書
に
準
じ
た
も
の
と
推
定
し
う
る
。
籬
島
は

物
語
よ
り
も
、
和
歌
の
方
を
よ
り
価
値
あ
る
も
の
と
捉
え
た
が
た
め
に
、『
新
古
今
集
』
を
優
先
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、『
伊
勢
物
語
』
を
引
き
、
そ
こ
が
同
物
語
に
依
拠
し
た
名
所
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　

巻
一
「
添
上
郡
南
都
之
部
」、
東
大
寺
近
く
の
名
所
「
武
蔵
野
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
　

　

武
蔵
野
は
若
草
山
の
麓
松
生
茂
り
た
る
所
也
。
武
蔵
塚
あ
れ
ば
か
く
い
ふ
と
ぞ
。

　
　

伊
勢
物
語

　
　
　

む
さ
し
の
はを

イ

け
ふ
は
な
や
き
そ
若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り

　

古
今
抄
曰
此
か
た
は
業
平
朝
臣
二
条
の
后
を
ぬ
す
み
て
な
ら
の
京
へ
具
し
け
る
時
に
后
の
よ

ま
せ
ら
れ
し
歌
也

　
「
武
蔵
野
」
と
は
、
武
蔵
塚
が
あ
る
た
め
そ
の
よ
う
に
言
う
、
と
名
の
由
来
を
記
し
た
後
、
そ
の

場
所
ゆ
か
り
の
和
歌
と
し
て
、『
伊
勢
物
語
』
第
十
二
段
「
武
蔵
野
」
の
作
中
歌
の
み
を
引
用
す
る
。

次
い
で
、
昔
、
在
原
業
平
が
二
条
の
后
、
藤
原
高
子
を
盗
み
出
し
て
共
に
逃
げ
て
き
た
場
所
は
、

大
和
の
春
日
野
だ
と
す
る
『
古
今
抄
』
の
言
説
を
引
き
、
こ
の
「
武
蔵
野
」
が
そ
の
場
所
だ
と
説

明
し
て
い
る
。『
古
今
抄
』
は
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
室
町
後
期
成
立
の

宗
祇
に
よ
る
注
釈
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
古
今
集
』
で
は
、
先
に
あ
げ
た
「
む
さ
し
の
」
の
歌
が
、
初
句
は
次
の
よ
う
に
異
な
っ
て
入
集

し
て
い
る
。

春
日
野
は
け
ふ
は
な
焼
き
そ
わ
か
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
我
も
こ
も
れ
り

（
17
・
春
上
・
題
し
ら
ず
・
読
人
し
ら
ず
）

　
「
武
蔵
野
」
が
「
春
日
野
」
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
に
つ

い
て
も
、『
大
和
名
所
図
会
』
で
は
、
挿
絵
の
場
面
（
文
末
【
図
３
】
参
照
）
に
お
い
て
、『
古
今
抄
』

を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。

　

業
平
朝
臣
二
条
の
后
を
ぬ
す
み
て
平
の
京
よ
り
奈
良
の
故
京
へ
具
し
奉
り
け
る
程
に
御
せ

う
と
基
経
大
臣
国
経
大
納
言
此
事
を
き
ゝ
て
と
り
か
へ
し
奉
ら
ん
と
多
く
の
人
と
を
出
し
給

ゐ
け
る
。
さ
れ
ば
い
せ
物
語
に
は
む
さ
し
野
と
い
ひ
古
今
に
は
春
日
野
の
中
に
あ
る
に
よ
り
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て
か
す
が
野
と
は
な
を
し
入
ら
れ
け
る
と
な
り
。

　

藤
原
氏
の
后
が
ね
で
あ
っ
た
藤
原
高
子
を
盗
み
だ
し
た
在
原
業
平
の
話
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
六

段
「
芥
河
」
に
語
ら
れ
る
も
の
だ
が
、『
古
今
抄
』
で
は
、第
十
二
段
も
そ
う
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、「
武

蔵
野
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
大
和
の
「
春
日
野
」
の
中
に
あ
る
の
で
、『
古
今
集
』
で
は
、「
春
日
野
」

に
直
さ
れ
て
入
集
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

同
様
の
、
17
番
歌
と
『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
と
を
結
び
つ
け
る
説
は
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
中
期

に
か
け
て
の
『
古
今
集
』
古
注
釈
に
も
見
え
、
流
布
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
注
８

。
た
と

え
ば
、
室
町
後
期
の
成
立
で
は
あ
る
が
、『
古
今
集
』
の
注
釈
書
、『
内
閣
本
古
今
集
注
』
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
古
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

又
、
依
伊
勢
物
語
に
は
、
女
を
ぬ
す
め
る
は
二
条
后
也
。
業
平
、
母
の
奈
良
に
在
す
所
へ
行

程
に
、
春
日
野
中
の
武
蔵
守
安
世
卿
墓
所
に
か
く
し
置
け
る
に
よ
り
て
武
蔵
野
と
は
云
う
と

云
々
。
せ
う
と
達
の
尋
を
云
也
。（
以
下
省
略
）

（
本
文
は
深
津
睦
夫
（1998

）
に
拠
っ
た
。）

　

大
和
の
「
武
蔵
野
」
の
由
来
と
な
っ
た
さ
れ
る
「
武
蔵
塚
」
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
以
降
に
成

立
し
た
と
さ
れ
る
、
名
所
歌
枕
の
集
成
『
歌
枕
名
寄
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
、
歌
枕
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

或
云
、春
日
社
以
南
有
大
森
、是
則
大
納
言
兼
武
蔵
守
良
峰
安
世
卿
之
墓
所
也
。
仍
号
武
蔵
塚
。

崇
彼
卿
而
為
神
。
素
性
法
師
、
手
向
丹
者
綴
乃
袖
毛
可
切
之
歌
、
於
彼
所
詠
之
、
彼
塚
名
号

手
向
山
也
云
々
。

（
本
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
り
、
句
読
点
は
私
に
改
め
た
。）

　

こ
う
し
た
歌
枕
の
歌
書
を
踏
襲
し
て
、『
和
州
旧
跡
幽
考
』
に
は
、「
武
蔵
塚
」
の
項
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
既
に
名
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
煩
雑
で
は
あ

る
が
、『
大
和
名
所
図
会
』
の
記
事
と
比
較
す
る
た
め
に
、
以
下
引
用
す
る
。

　
　
　

武
蔵
塚　

号
二
手
向
山
一

或
人
い
は
く
此
塚
は
東
大
寺
乃
八
幡
宮
の
う
し
ろ
の
山
を
手
向
山
と
い
ふ
。
又
此
山
を
武
蔵

塚
と
も
号
す
る
也
と
云
云
。

此
山
は
春
日
の
社
よ
り
北
に
あ
た
れ
り
。
い
か
ゞ
と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
澄
月
歌
枕
に
武
蔵
づ
か

は
春
日
の
社
の
南
に
森
あ
り
。
そ
れ
ぞ
安
世
卿
の
墓
所
な
り
と
云
云
。

む
さ
し
づ
か
は
大
納
言
兼
武
蔵
守
良
峯
安
世
卿
乃
墓
所
む
さ
し
づ
か
と
号
し
か
の
卿
を
神
に

あ
が
め
る
所
也
夢能

因枕
。
素
性
法
師
爰
よ
り
ま
う
で
ゝ
よ
め
る 

抄古
今  

。

　
　
　
　

手古
今

向
に
は
つ
ゞ
り
の
袖
も
き
る
べ
き
に
も
み
ち
に
あ
け
る
神
や
か
へ
さ
ん

　
　

此
歌
よ
り
し
て
手
向
山
と
も
い
ふ
と
ぞ
。

　
『
和
州
旧
跡
幽
考
』
で
は
、
素
性
法
師
の
和
歌
ゆ
か
り
の
歌
枕
と
し
て
、
武
蔵
塚
に
言
及
し
、『
伊

勢
物
語
』
に
は
触
れ
な
い
。
ま
た
、『
広
大
和
名
所
志
』
に
な
る
と
、
こ
の
項
目
自
体
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
和
名
所
図
会
』
と
親
和
的
な
両
書
の
記
載
と
相
違
が
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、『
大
和
名
所
図
会
』
の
「
武
蔵
野
」
の
記
述
は
、
秋
里
籬
島
自
身
の
古
典
文
学
に
関
す

る
知
識
を
活
か
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
伊
勢
物
語
』
第
十
二
段
は
、
駆
け
落
ち
し
て
逃
れ
る
男
女
の
話
で
は
あ
る
が
、
業

平
と
高
子
の
恋
の
伝
説
と
結
び
付
く
も
の
と
は
、
現
在
、
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
確

認
の
た
め
、
以
下
に
引
用
す
る
。

む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
人
の
む
す
め
を
盗
み
て
、
武
蔵
野
へ
率
て
ゆ
く
ほ
ど
に
、
ぬ
す
び
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と
な
り
け
れ
ば
、
国
の
守
に
か
ら
め
ら
れ
に
け
り
。
女
を
ば
草
む
ら
の
な
か
に
置
き
て
、
逃

げ
に
け
り
。
道
来
る
人
、「
こ
の
野
は
ぬ
す
び
と
あ
な
り
」
と
て
、火
つ
け
む
と
す
。
女
わ
び
て
、

　
　

武
蔵
野
は
今
日
は
な
焼
き
そ
若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
わ
れ
も
こ
も
れ
り

　
　

と
よ
み
け
る
を
聞
き
て
、
女
を
ば
と
り
て
、
と
も
に
率
て
い
に
け
り
。

　

親
の
目
を
く
ぐ
っ
て
女
を
連
れ
て
逃
げ
た
男
が
、
武
蔵
野
ま
で
逃
げ
た
が
、
国
守
に
捕
縛
さ
れ

て
し
ま
う
。
女
を
草
む
ら
の
中
に
置
い
て
逃
げ
た
が
、
後
を
追
っ
て
き
た
者
が
「
こ
の
野
に
は
盗

人
が
い
る
そ
う
だ
」
と
言
っ
て
火
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。
女
は
悲
し
ん
で
、「
武
蔵
野
を
今
日
は
焼

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
の
夫
も
隠
れ
て
い
ま
す
、
私
も
隠
れ
て
い
ま
す
」
と
歌
を
詠
ん
だ
。
そ

れ
を
聞
い
て
、
追
っ
て
の
者
は
女
を
捕
ま
え
て
、
捕
ま
え
た
男
と
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ

た
―
。

　

こ
の
話
の
前
後
の
第
十
～
十
三
の
章
段
は
一
般
に
「
東
国
章
段
」
と
呼
ば
れ
る
。
十
段
は
、
武

蔵
の
国
に
至
っ
た
男
が
「
入い

る
ま間

の
郡
み
よ
し
の
の
里
」
の
女
に
求
婚
し
、
そ
の
母
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
話
が
、
十
一
段
に
は
、
男
が
京
の
友
人
た
ち
に
歌
を
贈
る
話
が
入
り
、
十
三
段
で
は
、
武
蔵

野
国
に
い
る
男
が
京
の
妻
に
歌
を
贈
る
話
が
続
く
。『
伊
勢
物
語
』
の
規
模
と
章
段
の
排
列
に
つ
い

て
は
、
当
初
か
ら
現
今
の
通
り
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、『
古
今
集
』
や
『
伊

勢
物
語
』
の
注
釈
が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
室
町
期
に
は
、
す
で
に
こ
の
排
列
で
あ
り
、

十
二
段
の
「
武
蔵
野
」
も
、
や
は
り
武
蔵
国
の
武
蔵
野
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
注
」
と
称
す
る
、
一
連
の
『
伊
勢
物
語
』
の
古
注
釈
書

の
類
で
は
、
第
六
段
と
結
び
つ
け
て
、
こ
の
第
十
二
段
も
業
平
と
高
子
が
、
大
和
へ
と
逃
げ
て
来

た
話
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、『
増
纂
伊
勢
物
語
抄
』
を
引
用
す
る
。

　

　

人
の
娘
を
盗
て
と
は
、長
良
の
中
納
言
奈
良
に
住
給
し
時
、二
条
后
未
内
裏
へ
も
参
給
は
で
、

卜
定
の
女
御
に
て
親
の
許
に
座
を
、
業
平
盗
て
、
春
日
野
の
中
、
武
蔵
塚
へ
行
也
。

（
本
文
は
、
片
桐
洋
一
・
山
本
登
朗
（2004

）
に
拠
り
、
濁
点
は
私
に
符
し
た
。）

　

業
平
と
高
子
の
二
人
は
春
日
野
に
あ
る
武
蔵
塚
ま
で
逃
げ
た
と
あ
り
、
先
述
の
『
古
今
集
』
注

釈
書
の
説
明
も
、
こ
の
冷
泉
家
流
の
説
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
説
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
の
主
流
で
あ
る
二
条
派
か
ら
は
、
室
町
後

期
以
降
、
通
俗
的
で
劣
る
も
の
と
し
て
低
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
注
９

。『
古
今
集
』
注
釈

に
お
い
て
も
、
主
流
は
二
条
派
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
近
世
の
伝
受
書
で
は
、
業
平
と
高
子

の
駆
け
落
ち
の
説
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る 　
　

。

　
『
大
和
名
所
図
会
』
で
は
、
そ
う
し
た
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
前
時
代
の
古
注
釈
の
説
も
掬
い
上
げ

て
記
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
籬
島
の
学
問
的
態
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
埋
も

れ
て
し
ま
っ
た
名
所
を
再
発
見
し
よ
う
と
す
る
籬
島
の
試
み
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

以
上
、『
伊
勢
物
語
』
ゆ
か
り
の
名
所
に
つ
い
て
、
籬
島
が
ど
の
よ
う
な
編
集
態
度
で
の
ぞ
ん
で

い
る
か
を
見
て
き
た
。
著
名
な
『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
ゆ
か
り
の
春
日
野
に
つ
い
て
は
、
籬
島
は

そ
の
こ
と
に
は
言
及
せ
ず
、
和
歌
の
み
を
紹
介
し
た
。
一
方
で
、
大
和
と
の
関
わ
り
が
知
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
『
伊
勢
物
語
』
第
十
二
段
の
武
蔵
野
に
つ
い
て
は
、
古
注
釈
書
を
引
い
て
挿

絵
の
場
面
で
も
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
物
語
の
あ
ら
す
じ
自
体
に

は
言
及
し
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
態
度
は
何
を
示
す
の
か
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
伊
勢
物
語
』
は
当
時
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
文
人
を
は
じ
め
、
一

定
の
識
字
階
層
に
は
広
く
浸
透
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
籬
島
の

著
述
の
目
的
・
関
心
は
、
既
に
自
明
の
物
語
の
あ
ら
す
じ
で
は
な
く
、
和
歌
そ
の
も
の
に
あ
っ
た

と
推
定
し
う
る
。
更
に
言
え
ば
、
春
日
野
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
こ
と
が
、
当
時
の
読
書
人
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
た
め
、
取
り
立
て
て
言
及
す
る
必
要
も
な

く
、一
方
の
武
蔵
野
に
つ
い
て
は
、こ
こ
が
「
武
蔵
野
」
と
い
う
場
所
で
あ
る
こ
と
も
、『
伊
勢
物
語
』

第
十
二
段
と
関
わ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
古
注
釈
を
引
き
合
い
に
出
し
て
力
説

す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
和
歌
に
拘
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
同
書
が
、
読
み
物
で
あ
り
観
光
名
所

注
10
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案
内
で
あ
る
と
同
時
に
、
和
歌
や
俳
諧
を
嗜
む
人
間
を
読
者
と
考
え
、
彼
ら
に
実
作
の
参
考
書
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
歌
人
や
俳
人
達
が
実
地
へ
と

詠
行
・
吟
行
す
る
際
に
は
、
そ
の
場
所
が
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
か
を

知
る
必
要
が
あ
る
。
同
書
に
多
く
掲
載
さ
れ
た
和
歌
や
俳
諧
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
、
歌
枕
と
し
て
の
そ
の
場
所

の
イ
メ
ー
ジ
と
、
現
地
と
の
ず
れ
を
楽
し
む
の
も
旅
の
一
興
な
ら
、
古
典
や
古
歌
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
和
歌
を
詠
み
、
一
句
を
ひ
ね
る
の
も
ま
た
一
興
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
名
所
案
内
記
が
板
本
と
し
て
出
版
が
成
り
立
ち
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

る
の
も
、
当
時
、
歌
人
・
俳
人
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
、
教
養
と
し
て
そ
う
し
た
古
典
知
識
を
楽

し
む
者
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
原
淳
一
郎
（2013

）
は
、
こ
う
し
た
名
所
図
会
や
地
誌
の
主
な
受
容
層
と
し

て
、
下
位
層
の
江
戸
文
人
、
上
位
層
の
地
方
分
人
、
最
上
位
の
在
村
文
人
を
推
定
し
て
い
る
（
原

2013,95

）。
原
（2013,95

）
は
、
こ
う
し
た
知
識
人
が
、「
旅
に
で
る
際
に
は
、
目
的
地
に
沿
っ

た
も
の
が
あ
れ
ば
、
地
誌
や
名
所
図
会
を
再
確
認
し
、
旅
の
予
習
・
復
習
を
す
る
も
の
と
し
て
役

立
て
」
て
お
り
、「
そ
の
う
え
で
先
人
の
紀
行
文
で
記
さ
れ
た
情
景
と
眼
前
の
光
景
の
ず
れ
を
楽

し
み
、
あ
る
い
は
歴
史
書
の
真
偽
を
実
地
調
査
で
確
か
め
て
学
び
、
詩
歌
の
世
界
に
耽
っ
て
い
た
」

と
す
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
付
言
し
て
、
そ
の
名
所
の
持
つ
文
学
的
意
味
、
歌
枕
の
機
能
と
、
現

地
と
の
ず
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
詩
歌
、
俳
諧
を

詠
む
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
い
。

　

一
般
に
、「
文
人
」
と
い
う
と
、
国
文
学
で
の
使
用
で
は
、
俗
世
に
背
を
向
け
、
文
雅
の
世
界
に

生
き
る
隠
遁
的
人
物
と
の
意
味
合
い
が
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ち
ょ
う
ど
こ
う
し
た
文
人
が

表
れ
た
、
近
世
中
後
期
で
は
、「
文
人
」
と
い
う
語
は
、「
儒
家
・
詩
人
・
和
学
者
・
書
家
・
画
家
・

歌
人
・
医
家
か
ら
物
産
・
数
学
・
種
芸
等
々
」、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
知
識
人
に
対
し
て
用
い
ら

れ
る
語
で
あ
っ
た
（
塚
本1977,16

）。
お
そ
ら
く
は
名
所
図
会
も
、そ
の
広
範
な
文
献
引
用
か
ら
、

こ
う
し
た
多
方
面
の
知
識
人
層
を
読
者
の
対
象
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
書
に
、
実
作

目
的
で
過
去
の
和
歌
や
俳
諧
の
例
を
載
せ
る
こ
と
、
ま
た
、『
伊
勢
物
語
』
の
知
識
を
読
者
が
知
っ

て
い
る
前
提
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
ら
の
多
く
が
和
歌
や
俳
諧
を
嗜
む
人
間
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
持
っ
て
い
る
古
典
文
学
の
素
養
も
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

ま
と
め

　

以
上
、
江
戸
時
代
後
期
の
名
所
案
内
記
『
大
和
名
所
図
会
』
で
の
古
典
文
学
作
品
の
受
容
の
問

題
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
言
語
文
化
に
お
い
て
、
教
養
と
し
て
の
「
古
典
」
文
学
が

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
き
た
か
を
見
て
き
た
。『
大
和
名
所
図
会
』
に
お
い
て
は
、
古
典
作
品
は
、

名
所
の
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
実
作
の
際
の
参
考
と
な
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。
現
在
の
「
名
所
」
は
、
種
々
の
古
典
作
品
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
「
名
所
」
の
イ
メ
ー

ジ
の
膨
大
な
蓄
積
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
和
歌
は

歌
枕
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
も
、
名
所
の
規
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
和
歌
が
、
文
人
達
共
通
の
素
養
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
和
歌
や
古
典
文

学
を
学
術
的
に
学
ぶ
の
は
一
部
の
者
で
あ
り
、
彼
ら
の
大
半
は
あ
く
ま
で
も
、
知
的
な
楽
し
み
と

し
て
実
作
も
行
い
な
が
ら
身
に
着
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
化
と
は
、「
役
に
立
つ
」
こ
と
と

直
結
す
る
実
学
か
ら
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
教
養
か
ら
形
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
名
所
」
に
ま

つ
わ
る
古
典
文
学
や
先
人
の
営
み
に
思
い
を
馳
せ
、
詠
行
な
い
し
吟
行
す
る
旅
は
、
何
と
心
に
残

る
豊
か
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
小
学
校
教
育
に
お
い
て
言
語
文
化
と
し
て
古
典
に
親
し
む
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
は
、「
創
造
し
た
り
演
じ
た
り
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
、
読
書
、
鑑
賞
、
詩
歌
や
俳
句
な

ど
も
含
め
た
創
作
や
書
写
な
ど
の
言
語
活
動
が
重
要
で
あ
る

」
と
の
授
業
指
針
も
含
ま
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
の
文
化
の
、
郷
土
や
土
地
へ
の
興
味
か
ら
そ
れ
に
因
む
古
歌
や
俳
句
の
世
界
へ
と

入
っ
て
ゆ
く
方
法
や
、
実
作
を
手
が
か
り
に
し
て
古
典
世
界
へ
と
入
っ
て
ゆ
く
方
法
は
、
現
代
の

古
典
教
育
に
も
遥
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

注
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《
主
要
参
考
文
献
》

１ 
上
月
敏
子
「
時
を
こ
え
て
楽
し
む
小
学
校
古
典
の
学
習
」『
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム　

新
し
い
学
習

指
導
要
領　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
理
念
と　

課
題
』41,pp.100-111,2008

２ 

名
古
屋
市
博
物
館
『
特
別
展　

名
所
図
会
の
世
界
』
名
古
屋
市
博
物
館
・1988

３ 

白
井
哲
哉
『
日
本
近
世
地
誌
編
纂
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
・2004

４ 

三
好
学
「
名
所
図
会
解
説
」『
岩
波
講
座 

地
理
学
』pp.1-22,1932

５ 

浅
野
三
平
「
秋
里
籬
島
」『
女
子
大
国
文
』71,pp.35-47,1973

６ 

藤
川
玲
満
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
秋
里
家
譜
』
翻
刻
と
解
説
」『
国
文
』110,pp.62-

71,2008

７ 

藤
川
玲
満
「
秋
里
籬
島
の
俳
諧
活
動
」『
近
世
文
芸
』78,pp.29-41,2003

８ 

藤
川
玲
満
「『
京
の
水
』
考
」『
国
文
』103,pp.23-30,2005

９ 

藤
川
玲
満
「『
大
和
名
所
図
会
』
考
」『
国
文
』106,pp.1-11,2006

10 

西
野
由
紀
「「
名
所
図
会
」
本
の
挿
絵
に
お
け
る
和
歌
・
発
句
の
有
効
性
」『
国
文
学
論
叢
』

46,pp.31-40,2001

11 

ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
リ
「
名
所
図
会
解
釈
の
可
能
性
―
秋
里
籬
島
の
句
の
働
き
に
つ
い
て
―
」『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』21,pp.146-151,2011

12 

片
桐
洋
一
『
源
氏
物
語
以
前
』
笠
間
書
院
・pp.148-169,2001

13 

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
注
釈
』（
上
）
講
談
社
・1998

14 

深
津
睦
夫
編
『
古
今
集
注
釈
書
集
成　

浄
弁
注　

内
閣
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
（
伝
冬
良
作
）』

笠
間
書
院
・1998

15 

片
桐
洋
一
・
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
集
成　

第
一
巻
』
笠
間
書
院
・2004

16 

高
梨
素
子
編
『
古
今
集
古
注
釈
書
集
成　

後
水
尾
院
講
釈
聞
書
』
笠
間
書
院
・2009

17 

原
淳
一
郎
『
江
戸
の
旅
と
出
版
文
化　

寺
社
参
詣
史
の
新
視
角
』
三
弥
井
書
店
・2013

18 

塚
本
学
『
教
育
社
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉
84　

地
方
文
人
』
教
育
社
・1977

19 

市
古
夏
生･

鈴
木
健
一
編
『
新
訂 

都
名
所
図
会
』

〈2〉  

ち
く
ま
学
芸
文
庫
・1999

《
注
》

１ 

「
教
育
課
程
部
会
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま
と
め
」・2007

年
11
月
7
日
。

２ 

『
角
川
古
語
大
辞
典
』「
名
所
」
項
目
。

３ 

正
確
に
は
、
地
理
学
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
名
所
案
内
記
に
つ
い
て
も
、「
近
世
地
誌
」
の

一
系
統
と
し
て
分
類
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
領
主
が
領
地
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
な
ど
の

目
的
で
編
纂
さ
れ
た
「
地
誌
」
と
は
区
別
し
て
、「
名
所
案
内
記
」
と
し
て
部
類
す
る
。
な
お
、

地
誌
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
白
井
（2004

）
参
照
。

４ 

榎
英
一
「
名
所
図
会
概
説
」（
名
古
屋
市
博
物
館1988

）。

５ 

三
好
（1932

）
で
は
、「
名
所
図
会
」
を
通
俗
の
読
本
と
位
置
づ
け
る
。「
名
所
図
会
」
の
序

や
凡
例
に
「
坐
な
が
ら
に
し
て
」（『
都
名
所
図
会
』）
名
所
の
事
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
と

の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
読
物
と
し
て
の
要
素
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
都
名

所
図
会
』
の
本
文
は
、
市
古
・
鈴
木
（1999

）
に
拠
っ
た
。

６ 

秋
里
籬
島
に
つ
い
て
は
、
浅
野
（1973

）、
藤
川
（2008

）・（2003

）
参
照
。

７ 

藤
川
（2006,1

）。『
大
和
名
所
図
会
』
の
成
立
や
編
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
藤
川
（2006

）

に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

８ 

片
桐
（1998

）
で
は
、
佐
賀
大
学
図
書
館
本
『
古
今
集
注
』、
宮
内
庁
書
陵
部
『
鷹
司
本
古
今

抄
』、
大
阪
府
立
図
書
館
本
『
古
今
為
家
抄
混
入
注
』、
初
雁
文
庫
弘
安
十
年
本
『
古
今
集
歌
注
』

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
だ
が
、
武
蔵
塚
に
つ
い
て
は
、
そ
の
殆
ど
が
、
本
稿
後
述
の
良
峰

安
世
の
塚
で
は
な
く
、「
小
野
美
作
古
（
ま
た
は
美
作
五
）」（
小
野
美
作
古
に
つ
い
て
は
未
詳
）

の
塚
と
し
て
い
る
。

９ 

片
桐
洋
一
「
解
題
」（
片
桐
・
山
本
（2004

）
所
収
）。

10 

た
と
え
ば
、
後
水
尾
院
の
『
古
今
集
聞
書
』（
明
暦
聞
書
）
に
は
、

　
「
か
す
が
野
は
―
」、
野
遊
歌
也
。
伊
勢
物
語
に
て
は
恋
の
歌
也
。
わ
か
草
の
つ
ま
と
は
草

の
下
も
え
し
た
る
を
云
、
正
説
也
。
妻
を
若
草
と
云
も
あ
り
。
五
文
字
、
此
集
に
改
て
入
也
。
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伊
勢
物
語
に
、
五
文
字
を
改
て
入
た
る
と
云
説
あ
り
。
作
物
語
な
る
程
に
、
撰
集
の
や
う
に

は
有
ま
し
。
此
集
に
改
め
て
入
た
る
と
云
、
可
然
。
け
ふ
は
の
、
は
の
字
、
大
方
に
可
レ
見
。

今
日
よ
り
さ
き
は
と
云
心
也
。
野
遊
眺
望
に
青
々
と
あ
る
、
見
事
な
る
若
草
お
し
き
事
な
る

ほ
ど
に
、
今
よ
り
は
な
や
ぎ
ぞ
と
云
心
也
。
野
を
焼
事
は
草
を
生
ぜ
さ
せ
ん
為
な
る
と
也
。

此
歌
野
遊
と
な
く
て
題
し
ら
ず
と
あ
る
事
、
伊
勢
物
語
等
の
心
あ
る
故
也
。

（
本
文
は
、
高
梨
素
子
（2009

）
に
拠
り
、
濁
点
は
私
に
付
し
た
。）

と
あ
り
、
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

11　

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
『
審
議
経
過
報
告
』2006

年
2
月
。

【
図
１
】

（
画
像
は
す
べ
て
架
蔵
の
寛
政
三
年
板
本
。）
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【
図
２
】

【
図
３
】
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